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令和５年第２回定例会の開会にあたり、行政報告を申し上げます。 

 

１ 高病原性鳥インフルエンザの発生と本市の対応について 

 

 まず始めに、千歳市で発生した高病原性鳥インフルエンザの発生と本

市の対応についてでありますが、３月２８日から４月７日にかけて千歳

市内駒里地区の養鶏場３か所で断続的に高病原性鳥インフルエンザが発 

生したところであります。 

飼養されていた全採卵鶏約１２５万羽を全数殺処分するとともに、養

鶏場内の消毒などの農場防疫措置を行い、５月６日に完了しているとこ 

ろであります。 

 本市につきましては、発生を受け、家畜伝染病防疫対策本部会議を設置

し情報共有を行うとともに、北海道からの応援依頼を受け、延べ４１名の 

職員を現地に派遣し、防疫作業に従事したところであります。 
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２ 新型コロナワクチンの接種について 

 

次に、新型コロナワクチンの接種についてでありますが、令和５年春開

始接種につきましては、６５歳以上の方、５歳から６４歳の方のうち基礎

疾患を有する方等、及び医療機関・高齢者施設等に従事される方を対象に、 

本年５月から８月まで実施しているところであります。 

接種を終えた方は、接種率算定の基準となる令和３年１２月３１日時

点の全人口５万７千７７１人に対して、６月４日時点で、４千５４９人で

７．９％、うち６５歳以上の方につきましては、対象人口１万９千２７０

人に対して、４千１１人で２０．８％となっているところで 

あります。 

また、本年９月以降につきましては、現時点において、５歳以上の全て

の方を対象とした令和５年秋開始接種が実施される予定となっていると

ころであり、引き続き、市内医療機関における接種体制を確保してまいり 

たいと考えております。 

なお、本定例会において、接種体制確保のため必要な経費の補正予算を 

提案させていただいたところであります。 
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３ 株式会社ＪＥＰＬＡＮとの資源循環推進に関する包括連携協定の 

締結について 

 

次に、株式会社ＪＥＰＬＡＮとの資源循環推進に関する包括連携協定

の締結についてでありますが、資源循環の推進や消費行動変容の機運醸

成など、地域環境保全と地域経済・社会活性化を両立することにより、「脱

炭素社会」の推進に寄与することを目的として、５月１０日に協定を締結 

したところであります。 

本協定の締結により、ペットボトルをはじめとした資源循環の取組の

みならず、市民参加型イベントや環境教育について連携して進めること

としており、今後、幅広い世代へ資源循環の重要性や脱炭素の取組につ 

いて効果的に啓発してまいりたいと考えております。 

 

 

４ キッズラボ北海道ボールパークＦビレッジ認定こども園の開園に 

ついて 

 

 次に、キッズラボ北海道ボールパークＦビレッジ認定こども園につい

てでありますが、本市では初となる、病児保育室を併設した幼保連携型認

定こども園が４月１日に開園し、幼稚園部門３０名、保育園部門４４名の

定員でスタートしたほか、病児の受入も開始されているところでありま 

す。 

新たに病児の受入が開始されたことにより、子育て世代の移住・定住に 

もつながるものと期待しているところであります。 
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５ 北海道ボールパークＦビレッジ構想の推進について 

 

次に、北海道ボールパークＦビレッジ構想の推進についてであります

が、３月３０日の新シーズン開幕に伴い、新球場「エスコンフィールド 

ＨＯＫＫＡＩＤＯ」を含む北海道ボールパークＦビレッジが開業し、多く 

の来場者が本市を訪れるようになったところであります。 

４月２５日には、北広島市ボールパーク推進期成会における総会を開

催し、平成３０年５月の設立以来、ボールパーク構想推進に向けて機運醸

成を図ってきた当会の目的を達成したため、解散したところであります。

今後も、各種取組の成果として得られた官民連携による活動の土壌を基

に、関係団体等と積極的な連携を図りながら、Ｆビレッジを活かしたまち 

づくりを推進してまいります。 

５月１３日にはＪＲ北広島駅からＦビレッジへ向かう来場者の歩行者

導線となる歩行者専用道路において、プロモーションブースを設置し、Ｆ

ビレッジ内の施設や市内の観光施設等を紹介する資料の配布、観光協会

がＦビレッジ内で運営するセレクトショップ「ＨＵＢ」のプロモーション

などを実施したところであります。当日は「ＨＵＢ」への来訪も増えるな 

ど新たな取組への可能性も広がる取組となったところであります。 

 今後につきましても、球団や関係機関と協議を行いながら、周辺交通の 

課題等の改善に向けた取組を進めてまいります。 
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６ 路上喫煙規制区域の指定について 

 

次に、路上喫煙規制区域の指定についてでありますが、令和５年第１回

定例会において議員提案により制定された「北広島市特定の場所におけ

る路上喫煙の制限に関する条例」につきましては、５月２５日に同条例第

５条第１項の規定に基づき、ＪＲ北広島駅から北海道ボールパークＦビ

レッジまでの間に「路上喫煙規制区域」を指定したところであります。 

今後、市内外の方々に、規制区域について広く周知・啓発を行ってまい 

ります。 

 

 

 

７ 姉妹都市交流記念事業について 

 

次に、姉妹都市交流記念事業についてでありますが、６月５日から７日

までの間、広島県東広島市の川口一成副市長、東広島市議会の岩崎和仁副

議長をはじめ、東広島市、東広島市議会、東広島商工会議所、東広島市観

光協会及び東広島青年会議所の関係者が、４年ぶりに姉妹都市交流のた

め来市されたところであります。 

滞在期間中、ボールパーク構想の紹介、平和の灯公園や、現在「ひろし

まフェア」を開催しているセレクトショップ「ＨＵＢ」等を視察いただく

とともに、エスコンフィールドＨＯＫＫＡＩＤＯの視察・観戦、歓迎レセ

プション等を通じて、両市の友好親善を深めたところであります。 
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８ 令和４年度における寄附について 

 

次に、令和４年度における寄附についてでありますが、 

「ふるさと納税」につきましては、 

個人からの寄附が、１６，６８２件、２６７，５７８，０００円、 

企業からの寄附が、８件、６５５,６５０,０００円 

その他の現金による寄附につきましては、 

２２件、３１，８０３，２３０円となり、 

合計で１６，７１２件、９５５，０３１，２３０円の寄附をいただいたと 

ころであります。 

また、物品の寄附につきましては、救急車や電子辞書など３２件となっ 

ております。 

ご寄附をいただきました皆様に心から感謝を申し上げるとともに、 

本市のまちづくりのため、大切に活用させていただきたいと考えており 

ます。 

 

以上申し上げ、行政報告といたします。 
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